
第 2号様式 

事 業 計 画 書 

 

事 業 名 女性に対する起業支援、女性起業家のネットワーク構築 

実 施 場 所 沼津市 大手町 地内 

実 施 予 定 期 間   平成３０年 ４月 １日 ～ 平成３１年 ３月３１日 

 

◎実施内容 

日  程 実施項目・作業項目 

 ※イベントや研修会等の行事日程だけでなく、実施内容(打合せ・会議・資料作成・参加者募集・準備・検討会)、実施

場所、参加対象、人員配置、役割分担など、事業期間すべてにわたる実施内容を記載して下さい。 

 ＜平成 29年度の実績及び計画＞ 

・座談会を 7月･9月の 2回開催し 30 名が参加した。少人数で輪になり、各自が

今の仕事に就くまでのエピソードを披露し、起業･就業のヒントを得ることがで

きた。1月に 3回目を開催予定。 

・妊活セミナーを 7月に開催し 47名が参加した。テーマが卵巣年齢と生殖医療

ということで、妊活のみならず女性のカラダを改めて知る機会となった。1月に

2回目を開催予定。（テーマ：不妊と上手に付き合う方法） 

・ネットワーク構築のための交流会として、12 月にクリスマスパーティーを開

催し 120 名が参加し盛会裏に終了した。 

・ＡＬＬ Ｌａｄｙ’ｓフェスを 2月 25 日に開催し、ステージ上でのパネルデ

ィスカッション等を行うＷｏｍａｎ’ｓサミット、並びに出店体験を兼ねた、

きらきらマーケットの２つの構成で実施する。出店数約 90、来場者数延べ 2000

人の予定。 

・また、平成 28･29 年度を通して、相談会、座談会、先輩女性起業家の成功か

ら学ぶセミナー等を実施し、2件の起業実績に結び付いた。 

＜課題＞ 

起業の「きっかけ」にはなっているものの、一歩を踏み出すまでは至らない

ことが多い。 

＜平成 30年度の事業内容＞ 

上記課題を踏まえ、新たに①事業プラン＆計画書作成コンテスト（仮称）の

実施、平成 28･29 年度からの継続事業である、②ＡＬＬ Ｌａｄｙ‘ｓフェス、

③ネットワーク構築のための交流会を実施する。 

月 

実施内容 

人員配置 

事業ﾌﾟﾗﾝ＆計画書作成 

ｺﾝﾃｽﾄ（仮称）の開催 

ＡＬＬ Ｌａｄｙ’ｓ

フェスの開催 

ﾈｯﾄﾜｰｸ構築のための 

交流会の開催 

対象:起業を考えている 

   女性 

目的:起業に向けたスキ 

ルの習得。 

人数:30 名 

対象:起業家､起業を考 

えている女性 

※当日来場は誰でも可 

目的:出店体験の機会､ 

並びに女性の働く 

意欲に対する支障 

を解決に近づける 

人数:出店100件､来場者 

数延べ 2000 人 

対象:女性起業家、起業 

   を考えている女性 

他 

目的:女性同士の交流に

より今後のﾋﾞｼﾞﾈ 

   ｽに活かす。 

人数:120 名 

４月 検討会議 

審査員依頼 

  ﾒﾝﾊﾞｰ 20

名で対応 



(会議所･市商工･日政策

金･沼信等) 

 

５月 チラシ作成 

告知･募集 

検討会議 

(日程･ｽｹｼﾞｭｰﾙ等) 

 

６月    

７月 説明会兼セミナー  検討会議 

(日程･講師選定等) 

８月 事業ﾌﾟﾗﾝ＆計画書作成

講座① 

検討会議 

(催し内容､後援依頼等) 

検討会議 

(ﾁﾗｼ作成等) 

９月 事業ﾌﾟﾗﾝ＆計画書作成

講座② 

出店募集チラシ作成･募

集 

告知･募集 

10 月  検討会議 

(ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成について) 

 

11 月 一次審査  検討会議 

(当日の運営) 

12 月  出店締め切り 交流会(12 月上旬) 

(ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞﾎﾃﾙ) 

１月 二次審査 ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ完成･告知 

出店者会議 

(当日の運営) 

 

２月 ALL Ladys ﾌｪｽにて､表彰

式･優秀者は発表 

ALL Ladys ﾌｪｽ(2 月下旬) 

(ｷﾗﾒｯｾぬまづ) 

 

 

 

◎事業効果 
※事業の効果を記載して下さい。 

ソフト部門のステップアップ型事業・ハード部門４事業については、事業効果に対して、客観的な評価ができるよう、成果指標と数値目標

を設定するなど、その検証方法を必ず明記して下さい。 

女性活躍推進法が制定され、女性の能力活用の場が広がり、「起業」も一つの選択肢となって

きた。そのため、起業のきっかけの場、経営に関するノウハウ不足を補う場、同じような立場

の人と交流する場を創出し、起業に結び付けることにより、地域経済の活性化に貢献する。 

あらゆる分野（起業・就業・子育て・妊活）で活躍する女性専門家で構成する女性支援団体

は沼津では当団体の他にはなく、どこよりも女性に寄り添った支援が提供できる。 

また、セミナーや交流会を通じ、女性ネットワークを構築させることで、沼津の女性が自分

らしく生き生きと暮らすきっかけを作り、起業を目指す女性同士の関わりが、SNS 等で発信さ

れ、広がることで、「女性が輝くまち沼津」「沼津の女性は元気」というイメージの向上に繋が

ると考える。 

 

数値目標：事業プラン＆計画書作成コンテスト（仮称）、ＡＬＬ Ｌａｄｙ’ｓフェス、ネット

ワーク構築のための交流会において、各事業の定員１００％を目指す。 

 

◎評価の視点に合致していることの説明 ※評価の視点については、募集の手引きを確認して下さい。 

公益性 

※不特定多数の住民の利益の増進、地域のまちづくりの推進に寄与する事項等を記載して下さい。 

働く意欲のある女性に対し、起業の支援及び家庭と仕事の両立に関する支援

を行い、女性が集まる交流の場を創出することで、女性が輝いて働ける活力あ

る社会（地域）の実現を目指す。 

発展性 

※活動の広がりや波及効果がどのくらい見込め、地域の発展・活性化につながるのか記載して下さい。 

趣味や好きなことを活かして起業にしたい、子育ての合間に何か始めたい、

と思う一方、仕事と家事・育児の両立が心配、どのタイミングで子供を作ろう

等、働く多くの女性は、このような不安や悩みを少なからず抱えている。 

このような女性としての不安や悩みに対し、同じ女性が身近な相談相手になる

ことで解決へ導き、有用な知識を提供することで選択肢の拡大が期待できる。 



地域性 

※地域の実情・課題の解決に向け工夫した点、地域資源の活用などについて記載して下さい。 

活動主体であるＷｏｍａｎ’ｓサポートの会員は、既にこの地域において活

躍している。他の分野（女性起業家、助産師、子育て支援団体代表等）の人材

と交流することで、更に様々な分野・地域において活動の幅が広がる。 

必要性 

※事業を実施する意義や、補助金の交付が有益で質の高い事業展開につながる理由について記載して下さい。 

「一億総活躍社会」に向けた取り組みが進む中、沼津市が「まち・ひと・しご

と創生人口ビジョン総合戦略」で掲げた、新たな仕事づくりと雇用の創出や仕

事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を実現するためには、女性の起

業に関する学習の機会や支援体制を整えるとともに、異種業間のネットワーク

構築は必要不可欠である。 

先導性 

※事業の新規性や独自性など、工夫した点について記載して下さい。 

事業を通して、女性起業家（リーダー）のネットワークを広げ、この活動に

よる他の分野の人材との交流から、アイデアや企画が生まれ、ビジネスチャン

スを広げるなど、新たな事業（仕事）が創出され、地域の活性化に繋がる。 

継続性 

※助成事業終了後も継続的・自立的な活動とするために、どのように取り組んでいくかについて記載して下さい。 

 本事業をきっかけに、女性の起業が促進し、起業後も課題に直面したとき等

に、女性同士のネットワークにより、相談ができる関係の構築が期待できる。 

 

◎特に高い公益性を有することの説明 
※補助金申請額が「特に公益性が高い事業」に該当する場合は、その理由を記載して下さい。 

 人口減少問題などを起因とする労働力不足が課題となる社会情勢の中で、女性の社会進出は

これを補う有効な手段です。 

 これまで、当団体は女性の社会進出を後押しするために、相談会・セミナー・交流会を開催

してきましたが、これらは起業の「きっかけ」となっているものの、次のステップに踏み出す

までに至っていない状況となっています。 

 現在、行政・商工会議所・コンサル等で起業を促す「講座」等が開催されているところです

が、これらは結婚・出産等など様々な制約がある女性の起業への配慮に課題があります。 

そのため、当団体は既存のセミナーでは対応しきれていない「女性の起業」に特化した事業

プラン＆計画書作成コンテスト（仮称）として、女性の「なんとなく描いているイメージ」を

具現化することにより、これらの課題に対応していくものです。 

 


